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特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 当社グループは、平成 30年８月期第３四半期連結会計期間（平成 30年３月１日～平成 30年５月 31日）に

おいて、下記のとおり特別損失を計上する見込みとなりましたので、お知らせいたします。 

  

記 

 

１．特別損失の内容 

当社及び当社の連結子会社であるアクサスは、収益体質強化のため改善策を実施してきた店舗のうち、市

場環境や将来キャッシュ・フローの状況を鑑み、３店舗の閉鎖並びに１店舗の統合が合理的であると判断し、

本日開催の各社取締役会において、同閉鎖並びに統合を承認決定いたしました。これに伴い、以下の特別損

失を計上する見込みであります。 

  （１）減損損失 

    閉鎖店舗の保有する固定資産について、51百万円を減損損失として計上する見込みであります。 

 

  （２）賃貸借契約解約損及び閉店損失 

   閉鎖店舗の不動産賃貸契約の解約に伴う費用及び諸費用について、65百万円を賃貸借契約解約損並び

に閉店損失として計上する見込みであります。 

 

２．今後の見通し 

 前述の特別損失の総額 116百万円を平成 30年８月期第３四半期連結会計期間（平成 30年３月１日～平成

30年５月 31日）に計上する見込みであります。 

 なお、通期の連結業績予想につきましては、平成 30年３月 15日付「子会社における固定資産の譲渡、特

別利益の計上及び借入金の返済に関するお知らせ」にて公表いたしました固定資産の譲渡益 280百万円を同

四半期連結会計期間にて計上する予定であり、また今後の景気・消費動向の変遷に即した柔軟な価格戦略及

び店舗戦略を採用する必要性並びに為替レートの影響等による不確定要素があるため、変更しておりません。

今後の業績動向を踏まえ、業績予想を見直す必要が生じた場合は速やかに開示いたします。 

 

（注）上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 

 


